
家
父
長
制
政
治
を
葬
ろ
う
！
と
安
倍
元

首
相
の
国
葬
反
対
に
声
を
挙
げ
た
女

性
達
の
声
は
届
か
ず
、
昨
9
月
27
日
、
政

府
は
真
摯
な
議
論
も
せ
ず
、
国
葬
を
強
行

し
た
。
あ
れ
か
ら
一
年
、
よ
う
や
く
統
一
教

会
の
解
散
請
求
が
決
定
し
た
。
し
か
し
こ

れ
は
単
な
る
始
ま
り
に
過
ぎ
ぬ
。
10
月
13

日
、
細
田
前
衆
議
院
議
長
の
記
者
会
見
は
、

国
の
主
権
者
は
誰
か
と
い
う
事
を
一
番
理

解
し
て
い
な
い
政
権
政
党
の
〝
面
目
躍
如
〟

と
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
の
日
本
の
政
治
状
況
は
、
現
在
も

起
こ
り
続
け
て
い
る
性
加
害
と
地
続
き
で
あ

る
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
等
、
侵
略
戦

争
の
歴
史
の
隠
ぺ
い
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
、
民
族
差
別
等
に
対

し
、
人
間
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
る
抑
圧
的
、

差
別
的
政
治
が
罷
り
通
っ
て
い
る
。
未
だ
安

倍
元
首
相
の
負
の
遺
産
の
中
で
し
か
政
治
を

行
え
な
い
事
の
証
左
で
あ
る
。
日
本
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
へ
の
道
は
遠
い
。
世
界
の
潮
流

は
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
2
人
の
女
性
に

授
与
さ
れ
た
事
で
も
明
白
で
は
な
い
か
。
特

に
、
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
に
拠
る
イ
ス
ラ

エ
ル
へ
の
襲
撃
と
い
う
事
態
の
中
、
イ
ラ
ン

の
人
権
活
動
家
ナ
ル
ゲ
ス
・
モ
ハ
ン
マ
デ
ィ

さ
ん
が
平
和
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
象
徴
的

で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
っ
て

一
年
余
、
出
口
は
ま
だ
見
つ
か
ら
ぬ
の
に
、

ハ
マ
ス
に
拠
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
襲
撃
で
あ

る
。
ア
ラ
ブ
の
春
は
夢
で
あ
っ
た
か
。
今
こ

そ
国
際
社
会
が
停
戦
に
向
け
て
心
一つ
に
す

る
時
だ
。
平
和
憲
法
を
持
つ
日
本
の
役
割

は
国
際
社
会
の
中
で
大
き
い
の
だ
。
今
年
の

統
一
地
方
選
挙
で
の
杉
並
の
試
み
を
称
し
て

〝
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
（
地
域
主
権
主
義
）〟

と
い
う
言
葉
が
浮
上
し
た
。
か
つ
て
美
濃
部

亮
吉
氏
は
「
地
方
自
治
体
は
国
の
上
で
も
下

で
も
な
い
。
そ
れ
自
体
一つ
の
政
府
で
あ
る
」

と
言
っ
た
。地
方
自
治
は
国
の
根
幹
で
あ
る
。

　

杉
並
の
例
に
見
る
ま
で
も
な
く
、
沖
縄

県
は
と
う
に
地
域
主
権
主
義
を
貫
い
て
き

た
。人
間
の
命
の
尊
厳
と
い
う
価
値
を
堅
持
、

「
命
ど
う
宝
」
と
い
う
旗
を
高
く
掲
げ
、
沖

縄
県
民
は
闘
い
続
け
て
き
た
。
9
月
18
日
、

玉
城
知
事
は
国
連
人
権
理
事
会
で
辺
野
古

新
基
地
反
対
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。

2
0
1
5
年
9
月
、
翁
長
前
知
事
の
発
信
か

ら
8
年
で
あ
る
。
玉
城
知
事
は
辺
野
古
の
軟

弱
地
盤
に
関
す
る
国
土
交
通
省
の
承
認
勧

告
に
対
し
「
承
認
は
困
難
」
と
回
答
。
県
民

投
票
で
沖
縄
県
民
の
7
割
以
上
が
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
否
！
と
表
明
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
国
側
は
「
代
執
行
」
と
い
う

挙
に
で
た
。
代
執
行
と
い
う
事
態
を
招
い
た

の
は
、
沖
縄
の
民
意
を
日
本
社
会
が
自
分
事

と
し
て
受
け
止
め
て
こ
な
か
っ
た
結
果
だ
。

　
沖
縄
は
か
つ
て
琉
球
と
言
わ
れ
た
時
代
、

東
ア
ジ
ア
と
文
化・交
易
で
交
流
し
て
き
た
。

そ
の
土
台
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
2
0
0
4
年

の
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
「
沖
縄　
民
衆
宣
言
」

が
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

は
『
私
達
の
願
う
平
和
と
は
、
地
球
上
の

人
々
が
自
然
環
境
を
大
切
に
し
、
限
ら
れ

た
資
源
や
富
を
出
来
る
限
り
平
等
に
分
か

ち
合
い
、
決
し
て
暴
力
＝
軍
事
力
を
用
い

る
事
な
く
、
異
な
っ
た
文
化
や
価
値
観
を

尊
重
し
あ
っ
て
共
生
す
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
沖
縄
の
民
衆
が
半
世
紀
に
わ
た
る
社

会
的
体
験
か
ら
通
し
て
得
た
確
信
な
の
で

す
』
ま
さ
に
日
本
国
憲
法
の
理
念
そ
の
も

の
で
あ
る
。
沖
縄
に
学
ぶ
べ
き
は
や
ま
と
ぅ

だ
。
沖
縄
を
、
日
本
を
永
久
に
戦
後
に
す

る
た
め
、
今
こ
の
国
の
主
権
者
と
し
て
の

我
々
の
覚
悟
と
責
任
が
問
わ
れ
試
さ
れ
て

い
る
。
戦
争
と
い
う
狂
気
に
対
峙
す
る
に

は
、
主
権
者
と
し
て
の
正
気
し
か
な
い
。
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